
元
木
泰
雄
著

『
平
清
盛
の
闘
い
　
幻
の
中
世
国
家
』

　
従
来
平
清
盛
は
、
『
平
家
物
語
』
な
ど
で
王
朝

貴
族
の
側
か
ら
は
、
王
権
に
対
し
反
逆
し
た
悪
人

と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
戦
後
歴
史
学
に
お
け
る
領

主
鋼
管
で
は
、
古
代
的
勢
力
で
あ
る
貴
族
・
寺
社

と
中
世
的
勢
力
で
あ
る
武
士
と
の
対
立
の
構
図
の

中
で
、
武
士
で
あ
り
な
が
ら
貴
族
化
し
、
短
期
間

で
滅
亡
し
た
存
在
と
し
て
消
極
的
評
価
が
下
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
院
政
藩
政
治
史
を
専
門

と
す
る
元
木
泰
雄
氏
が
、
権
門
体
制
論
お
よ
び
武

士
職
能
論
の
立
場
か
ら
、
清
盛
を
貴
族
と
明
確
に

区
分
さ
れ
た
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
貴
族
社
会

の
構
成
員
と
し
て
捉
え
、
再
評
価
を
試
み
た
の
が

本
書
で
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
　
章

第第第第第
五四三ニ一
章章章章章

王
権
下
の
清
盛

後
白
河
院
と
の
対
峙

王
権
へ
の
挑
戦

新
王
朝
の
樹
立

遷
都
と
上
都

　
　
第
六
章
　
最
後
の
戦
い
　
書
き
者
清
盛

　
　
終
　
章
　
平
氏
の
滅
亡

　
平
清
盛
の
六
十
四
年
の
生
涯
の
内
、
治
承
三
年

政
変
に
よ
り
平
氏
政
権
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら
清
盛

が
死
去
す
る
ま
で
の
、
わ
ず
か
～
年
半
の
期
間
の

叙
述
が
過
半
の
部
分
を
占
め
て
い
る
点
が
、
本
書

の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。

　
第
～
章
で
は
、
祖
父
正
盛
・
父
忠
盛
の
院
近
距

と
し
て
の
立
身
と
、
そ
の
後
清
盛
が
保
元
・
平
治

の
乱
を
経
て
、
政
界
の
中
心
に
躍
り
懸
る
ま
で
の

過
程
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
に
第
二
章
で
は
、
乱
後

の
後
白
河
院
政
派
と
二
条
親
政
派
の
対
立
と
、
そ

の
中
で
親
政
派
の
立
場
に
立
つ
清
盛
の
行
動
、
そ

し
て
二
条
の
死
後
、
後
白
河
と
清
盛
が
提
携
し
高

倉
天
皇
を
擁
立
す
る
ま
で
が
叙
述
さ
れ
る
。
保

元
・
平
治
の
乱
の
原
因
、
摂
関
家
の
複
合
権
門
と

し
て
の
性
質
、
二
条
親
政
期
と
そ
れ
に
続
く
後
白

河
院
政
期
に
お
け
る
清
盛
の
政
治
的
立
場
な
ど
に

つ
い
て
、
著
者
独
自
の
知
見
が
展
開
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
前
提
の
上
に
第
三
章
で
は
、
後
白
河

院
と
清
盛
の
対
立
の
激
化
か
ら
平
氏
政
権
の
樹
立

ま
で
が
述
べ
ら
れ
る
。
著
者
の
指
摘
す
る
対
立
の

要
因
の
一
つ
は
、
平
氏
一
門
と
後
白
河
院
近
臣
と

の
間
の
、
官
位
昇
進
を
巡
る
争
い
で
あ
る
。
そ
し

て
も
う
一
つ
は
高
倉
天
皇
の
退
位
問
題
で
あ
り
、

後
白
河
は
院
政
維
持
の
た
め
、
成
人
し
た
高
倉
を

退
位
さ
せ
よ
う
と
し
、
外
戚
化
に
よ
っ
て
家
格
維

持
を
計
る
清
盛
は
、
娘
徳
子
所
生
の
皇
子
が
な
い

状
況
で
の
高
倉
退
位
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
対
立
が
鹿
ケ
谷
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
翌

年
安
徳
天
皇
が
誕
生
す
る
と
、
治
承
三
年
政
変
で

清
盛
は
後
白
河
院
政
を
停
止
し
、
政
権
を
掌
握
す

る
。

　
第
四
章
で
は
、
政
権
掌
握
後
の
平
氏
の
活
動
と
、

内
乱
の
勃
発
が
述
べ
ら
れ
る
。
政
変
の
翌
年
に
は

安
徳
天
皇
が
即
位
し
高
倉
院
政
が
開
始
さ
れ
、
清

盛
は
完
全
に
王
権
を
掌
握
す
る
。
ま
た
宗
教
政
策

の
面
で
は
、
清
盛
は
自
権
門
の
支
配
下
に
あ
る
厳

島
神
社
を
国
家
的
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
。
さ

ら
に
地
方
で
は
、
政
変
に
伴
い
多
く
の
国
で
国
主

が
平
氏
一
門
に
改
変
さ
れ
、
平
氏
の
家
人
が
目
代

や
在
庁
官
人
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

公
家
・
武
家
・
寺
社
の
国
家
的
要
素
を
併
せ
持
つ

平
氏
の
権
門
と
し
て
の
性
格
を
、
著
者
は
「
複
合

権
門
」
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
こ
の
点
が
本
書
の

大
き
な
特
色
で
あ
る
。
ま
た
著
者
は
、
そ
れ
ゆ
え

に
平
氏
政
権
下
で
は
、
中
央
に
お
い
て
は
皇
位
継

承
権
を
持
つ
以
仁
王
や
他
の
寺
杜
勢
力
と
の
対
立

に
よ
り
以
仁
王
の
挙
兵
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
引
き

続
く
地
方
で
の
平
氏
家
人
に
よ
る
葬
家
人
へ
の
掬
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圧
が
、
全
国
的
内
乱
の
契
機
に
な
っ
た
と
説
く
。

　
そ
し
て
第
四
章
の
後
半
か
ら
第
五
章
に
か
け
て
、

福
原
遷
都
・
還
都
を
軸
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。

著
者
は
福
原
遷
都
の
理
由
に
つ
い
て
、
直
接
的
に

は
興
福
寺
等
の
対
立
す
る
権
門
寺
社
か
ら
の
逃
避

と
い
う
軍
事
的
な
問
題
に
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に

高
倉
・
安
徳
と
い
う
新
王
朝
に
ふ
さ
わ
し
い
新
宮

都
の
造
営
を
目
指
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
清
盛
が

遷
都
を
放
棄
し
た
理
由
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
高
倉
や
延
暦
寺
の
要
求
に
よ
る
単
な
る
後

退
で
は
な
く
、
富
士
川
合
戦
の
敗
北
に
よ
る
軍
事

状
況
の
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た

と
す
る
。
還
都
と
、
近
江
・
南
都
の
追
討
、
貴
族

層
か
ら
の
兵
士
徴
発
、
諸
国
へ
の
兵
乱
米
賦
課
な

ど
の
政
策
を
連
関
さ
せ
、
～
連
の
積
極
的
対
応
策

と
し
て
評
価
し
た
点
が
、
著
者
の
独
自
の
論
点
で

あ
る
。

　
第
六
章
で
は
、
悪
慣
後
か
ら
突
然
の
死
ま
で
の
、

清
盛
の
更
な
る
新
政
策
の
評
価
が
行
わ
れ
る
。
清

盛
は
軍
事
的
緊
張
を
背
景
に
総
宮
・
総
下
司
を
設

置
し
、
荘
園
・
公
領
や
知
行
国
と
い
っ
た
従
来
の

枠
組
み
を
超
え
て
、
兵
士
・
兵
糧
米
を
徴
収
す
る

体
制
を
築
い
た
。
著
者
は
こ
れ
を
分
立
す
る
荘
園

領
主
権
門
の
超
克
を
目
指
す
動
き
で
あ
る
と
し
、

園
城
寺
・
興
福
寺
な
ど
の
寺
社
権
門
へ
の
攻
撃
、

左
京
八
条
・
九
条
の
新
首
都
構
想
と
あ
わ
せ
て
、

清
盛
が
目
指
し
た
も
の
を
、
武
力
で
王
権
を
保
護

し
、
荘
園
領
主
を
従
属
さ
せ
る
、
公
武
が
一
体
化

し
た
中
世
国
家
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
そ
の

体
制
は
直
後
の
清
盛
の
死
に
よ
り
消
滅
し
、
平
氏

の
滅
亡
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
よ
り
、
公
武
両
政

権
の
並
立
が
決
定
付
け
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
清
盛
の
行
動
を
軸
に
、

中
世
の
公
家
・
武
家
・
寺
社
権
門
の
分
立
と
い
う

問
題
を
扱
い
、
諸
権
門
の
統
一
さ
れ
た
幻
の
中
世

国
家
の
可
能
性
を
描
き
出
し
た
、
学
問
的
に
高
度

な
専
門
工
を
備
え
た
書
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

本
書
は
角
川
叢
書
の
一
冊
と
し
て
、
一
般
読
者
層

向
け
と
い
う
性
質
も
持
っ
て
お
り
、
そ
の
文
体
の

平
易
さ
、
論
理
の
明
快
さ
も
ま
た
、
本
書
の
大
き

な
特
色
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
反
し
が
ち
な
要
求

を
矛
盾
無
く
達
成
し
て
い
る
点
で
、
本
書
は
研
究

者
か
ら
一
般
読
者
ま
で
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

し
か
る
べ
き
好
意
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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